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善通寺市では昭和57年度に実施された王墓山古墳の緊急発掘を契機に、市内を代表する6基の古墳

が有岡古墳群として国の史跡に指定されました。そして昭和61年度から平成3年度まで王墓山古墳で、

平成4年度から平成8年度まで宮が尾古墳で、保存整備事業を実施して参りました。

このような本格的な古墳の保存修理事業は県下では例が無く、整備後は県内は勿論のこと県外から

も数多くの研究者や文化財愛好家が現地を訪れております。

さて、平成9年度からは讃岐固有の積石の前方後円墳である野田院古墳の保存整備事業に着手しま

した。積石塚で内部構造まで解明するような大規模な発掘調査や解体復元工事は国内でも初の試みで

ありました。従いまして、参考となるような資料は殆ど無く、手探りでの事業着手となりましたが、

発掘調査によって本来の構造や当時の優れた土木技術の存在を明らかにすることができました。

そして得られた資料を基に野田院古墳を構築された当時の姿に蘇らせることができました。

その姿は、これまでの野田院古墳からは想像すらできないものでありました。古墳時代初頭にこの

ような巨大な石積みの構造物を造り出す優れた技術があったこと、現代の芸術家の手による巨大モニュ

メントを彷彿させる優美な姿が造形されていたことに大きな驚きを覚えるとともに、郷土の文化の礎

を築いた先人を誇りに思います。

このたびの保存整備事業及び報告書の刊行にあたり、ご指導を賜りました諸先生各位に厚くお礼申

し上げます。また、発掘調査に携わられた関係者、及び整備工事関係者の皆様のご苦労にも心から感

謝申し上げます。

平成15年3月31日

善通寺市教育委員会

教育長勝田英樹



グラビア1

有岡地区全景【筆ノ山山頂から南を望む】

①野田院古墳②菊塚古墳③王墓山古墳④磨白山古墳⑤丸山古墳⑥鶴が峰4号墳⑦官が尾古墳

野田院古墳全景【キャンプ場（南東）から望む】

向かって左が積み石の後円部、右に盛り土の前方部がみえる。



グラビア2

野田院古墳全景【後円部（南西）から前方部を望む】

古墳の主軸方向からの撮影、第1主体部が中心から大きく外れている様子がわかる。
発掘調査・測量作業のための伐採作業後の状況（H9）

第2主体部検出状況【南西から望む】



グラビア3

後円部北西側の墳丘崩落状況【北東から望む】

後円部北西側の墳丘基底部検出状況【北東から望む】

原位置を保つ石材のはか、転落の状況が分かる石材を残した。





グラビア5

第2主体部解体作業風景【西から望む】

第1主体部（左）と第2主体部（右）の復元作業風景【西から望む】



グラビア6

第2主体部南壁中央部最下段解体作業の状況【北から望む】

石室内の粘土床除去後の状態で、石室壁面最下段石材と二段目の石材の間には

粘土床と同様の粘土が敷設されており、この部分からもガラス玉が出土してい

る。

第2主体部の粘土床内部から出土したガラス小玉と碧玉製極細管玉



グラビア7

後円部北西側基底部解体作業風景【南西から望む】

後円部北西側基底部解体作業後の状況【北東から望む】

傾斜部の最下段石材は地山の傾斜方向に逆らうように斜めに立て、連続して配

置されている。この状態で解体作業を中断し記録作業を行った後に地盤補強作

業を実施した。



グラビア8

後円部北西側一段目復元作業風景【北から望む】

オリジナル部分をできるだけ多く残し、その上に転落状況が判明している石材

を戻し、その他の部位はくびれ部内部で確認された基底部の形状を参考に復元
した。

l

後円部南側二段目復元作業時の積雪の状況【北東から望む】

冬季でも気候が温暖な香川県では積雪は珍しいが、野田院古墳を含め、これよ
り高い場所では気温が低く凍上や積雪が頻繁に見られる。
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例＋＋＋憲

。本書は鴇　善通寺市教蘭書員会が国庫補助事業として実施した淘　史跡有岡古墳群　野田院古墳　保

存修理事業及び淘　修理事業に律師実施された発掘調査の報告書である。

め　野田院古墳は善通寺商善通寺町字義省錮測…摘酎芸所在ずる。

。史跡有岡古墳群　野田院古墳　保存修理事業は平成　年度から平成臓年度までの　ケ年間継続』

で実施された。年度別の事業概要は以〃‾　のとお　である。

平成9年度

平成摘年度

平成Ⅲ年度

平成臓年度

平成臓年度

平成臓年度

遺構確認調査⑳調査整備委員豊

壌段基底部及び第二主体部確認調査⑳調査整備委員会

実施設計㊧墳段内部蟻びれ部　遺構確認調査砂調査整備委員会

室休部は基　解体復元王事⑳調査整備委員会

後門部縁辺部解体復元王事⑳前方部復元工事⑳調査整備委員会

周辺（園路④説明板⑳柵◎展望台等）整備王事◎調査整備委員会

嶺。本事業の実施組織は本文中は顔鍼こ掲載した。

な　本書の編集作成は善通寺市教育委員意文化振興室室長補佐笹川龍…一読が行腕　下記の葛に閉じ竃は

調査整備委員会の小林健一委員と内田噌太委員に玉稿を賜った。紙面を倍　て摩　お礼申し上げま

す。

小林謙一　独立行政法太文化財研究所奈良文化財研究所埋蔵文化財センター　の000の0ものゆゆきOOeOeOのeeも臓～臓顔

内田昭丸　独立行政法太文化財研究所東京文化財研究所修復技術部応用技術研究室長　eOOeののめもeOeの臓～臓顔

。平成　年度から臓年度までの調査に伴う発掘調査及び実測魯写真撮影は笹川が淘　平成臓年度から

摘年度までの修理事業に伴う発掘調査及び実測◎写真撮影は笹川と善通寺市教蘭委員会文化振興室

主事海遵博史が四国学院太字考古学研究部淘　関西太字文学部考古学研究室の協力を得て行った。

遺物の実測は香川県埋蔵文化財センター蔵本晋司氏金片桐孝浩臨海　善通寺市教蘭養員会文化振興

室主事渡遵淳子の協力を得た。

。本事業及び本書の作成にあたっては淘　次の方々⑳機関よ　多太なご指導㊧ご援助及び資料提供を

得た。記して謝意を表します。（敬称略朝鮮翻祁

町田章㊧本中　眞癖小林謙一⑳内田昭太⑳丹羽佑一勝吉田重幸⑳番田経孝⑳太塚初養

石野博信砂太田文雄㊨魚島純一◎香川県教育委員意⑳香川県埋蔵文化財調査センター

高松市教育委員会珍邦リノ㊧サーヴヱザ株式会社⑳四国電力株式会社



因　　　旗

窮一章　遺跡周辺の地理藍歴史

第三聾　整備事業臆要る過程

第≡章　野開院苗場の位置藍環境邸研究史

舞岡章　発掘調査歴保存整備事業

①平成　年度事業　　膨シテによる墳臆の確認調査

第2主体部の確認

調査整備委員会

②平成臓年度事業　　膨ン予による墟應藍周辺の遺構確認調凌

後嗣部基底部の確認調査

⊥主体部の調査

調査整備養ノ迅意

③平成Ⅲ年度事業　環誹れ部内部の調査

前方部夢ij石の調査

整備澱鮒の検討

④平成臓年度事業　調慶整備委員会

主体部の破損度調査と解体倖業

主体部の復元傍業

電　平成臓年度事業　調査整備委愚意

機関部基底部の解体倖業

後関都の

前三顧部の

野田院雷墟歳　出並♭た漉器に顎齢竃
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野田院跡関連遺物
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善通寺商教瀞委員会濃化振興室渡遥淳子

粛岡苗墳群野田院苗墳主体部粘丑床の

調暢♂サー悌ヱザ株式会社

⑦平成障年度事業　周辺整備事業

窮嘉章　澄歴め

①　野田院露蟻の考霧学的評価

独立行政法丸文化財研究所　奈良濃化柵究所　埋蔵文化財センター情報資料室姦　小楯謙一～………………　鮮綱

②　史跡保存整備事業と』等の苗墟整備
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保存整備が完了した野田院古墳全景

後門部に復元された壷型埴輪　レプ嘗　カ）

二．‘ニ・‾こ．さ　－　・′日．：二　　．．・・

野田院古墳全景循鵬離
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第　主体部検出状況

ゝこ・、∴∫丁　　・、’：∴∵HJ・・∴・′∴了・・・

後門部北西側の墳丘基底部検出状況

‘∵二了i　‘－さ斗　　－さ、∴卜・′　㍉

野田院古墳全景（航空写桑）

’モー・∵ニー’一、　－′　　′・㍉㍉白、11－・i’、

第鼠主体部と第2主体部の復元作業風景

が藷ビデ　　第　主体部両壁中東部最下段解体作業の状況

第2主体部の粘土床内部から出土したガラス小玉と碧玉製極細管玉

が藷だア署　後門部北西側基底部解体作業風景

機関部北西側基底部解体作業後の状況

が藷ピア8　後門部北西側一段目復元作業風景

後門部南側二段彊復元作業時の積雪の状況

が藷だア9　前方部南東側面茸石検出状況

前方部北西側面茸石復元後の状況

、“∵：∵㍉．　、′’’、　－t一　間－‘・．∴　‘　　l・い．

復元が終わった野田院古墳全景（展望線か射

第温図　善通寺市遠景

第2図　調査地と周辺の主要遺跡

第3図　王墓山番墳横穴式石室検出状況

第4図　整備後の王墓山古墳

第5図　発掘調査中の欝が尾古墳

第6図　整備後の宮が尾古墳

第7図　大麻山北部遠景

第8回　野田院古墳全景

第9図　半壊した竪穴式石室

第摘図　後門部の状況

第m図　機関部の伐採作業風景

第臓園　野田院古墳全景

第臓図　野田院古墳地形測墓園

第摘図　野田院古墳全景

第摘図　　レンチ配置図　m郎
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第摘図　第　⑳2　レンチ実測図

第描図　第　⑳2　レンチ検出状況

第臓図　第3　レンチ検出状況

第臓図　第複トレンチ検出状況

第鋼図　第5　膨シテ検出状況

第別図　第　⑳穣　膨シテ実測図

第m図　第　癖転　虹ンチ実測図

第m図　第転　レンチ検出状況

第鍼図　第7　レンチ検出状況

第m園　第8　レンチ検出状況

第邦図　第　の粗　レンチ実測図

第開園　第9　レンチ検出状況

第錮図　第　翁臓　膨シテ実測図

第錮図　第臓　レンチ検出状況

第測図　第　主体部検出状況

第馴図　第　室休部検出状況

第鍼図　第　主体部位置図

第胴囲　調査整備委員会開催厳選

第鍼園　　レンチ配置図　班相澤

瓢繍頚　窒捌招魂瑞凋瀾腱戦瀾

第舗図　第濃紺レンチ北西端の後関都基底部検出状況

第開園　第臓淘膨シテ検捌澱況

第鍋図　第臓癖臓　レンチ検出状況

第鍋図　第臓⑳掴　レンチ実測図

第鍋図　第臓　膨ンチタ石検出状況

第鍋図　第臓　膨ンチ夢前検出状況

第鯛図　第摘　膨ン済検出状況

第射図　第摘　レンチ費石転落状況

第朋図　第摘i鞠膨ンチ検離礁況

第職図　第臓鴇膨シテ費石検出状況

第朋図　第摘　膨シテ完掘状況

第舶図　第摘　レンチ窯測囲

第胡囲　後関都基底部発掘搾業風景

第胴囲　擾僧都基底部薬師器鵬丑状況

第胴囲　発掘調査前の機関部周囲の状況

第朋囲　後関都基底部の検出状況

第舗囲　健闘部北西側基底部検出状況平面図

第別図　健闘部南東側基底部検出状況平面図

第開園　南東側　び酌部検出状況

第開園　前澱部内部の後閤部基底部検出状況

第鍼園　ラジョン機首射芸よる撮影棒業風凝

第猶園＋航空写薬療野獅院番墟藍背景
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第舗図　航空等東⑳野田院議ぬ墳金賞

第閑図　第　室休部検経状況

第鍋園　後関都基底部拍～　段目　検出状況

第鍋図　第　主体部側面に見える石樹の並び

第柵図　　びれ部柑近習の機関部基底部と前方部費石検出状況実測図

第削図　機関部基底部断面図と基底部側面実測図

第鵬園　前方部内調査区の丑層

第鵬図　前方部内調査区の丑層実測図

第鵬図　第膵鞠レンチ検出状況

第鍼図　第膵　レンチ検出状況

第鍼図　第膵　レンチ実測図

第鵬園　展望台位置の検討作業風凝

第瞞図　仮設足場から見たキャンプ場

第椚図＋迅磯原からの展望

第錮図　Å地点から見た墟踵

第縮図　撮影地慮位置図

第開園　解体稚業視察風農

第m図　主体部解体復元作業風凝

第開図　第　主体部実測図　昭和劇年調査時ラ

第開図　第　主体部実測図　復元後ラ

第鍼図　第　主体部実測図　検出状況事

第開図　第　主体部実測図　復元後ラ

第開園　第　砂　主体部開m部石樹実測図　復元後ラ

第開園　墳段内の乳灰色粘並の堆積

第開園　石室外粘土中のガラス玉出丑状況

第開園　砕石の基礎部と最下投石相関の粘丑

第醐図　第主体部壁面石樹間の粘丑確認範囲位置図

第馴図　第　主体部壁面石樹間の粘土確認範囲位置図

第鵬園　機関部基底部解体修理範囲位置図

第醐図　機関部解体倖業記録写東

第鍼図　後関都西側～北側断面図

第鵬図　機関部西側～北側最下層石樹焼酎状況実測図

第瞞図　後閏部西側～北側最下層石樹角度説明図

第開園　蓋石含浸準備稚業風農

第瞞紺　蓋石藷浸作業風景

第醐園　整備前と整備後の墟踵断面図

第湘図　機関部復元作業記録等桑

第酎図＋機関部一段日側面実測憫

第鵬図　機関部二段冒側面実測図①

第胴囲　機関部二段冒側面実測図②

第鍼園　前方部復元作業記録写東及び竣工状況等東

第鵬図　第　主体部粘土床内から出土した玉類
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第醜図　第　主体部出土鉄剣

第開園　墳臆及び周辺部蹴丑丑師器実測図③

第胴囲　墳段及び周辺部出土漉師器実測図②

第醐図　墳應及び周辺部鵬丑土師器実測図③

第相関　実測土師器出土位置図

第摘図　墳臨及び周辺部蹴丑土師器等東①

第相関　墟應及び周辺部出丑土師器等東②

第臓図　墳踵及び周辺部出丑漑師器⑳須恵器写東③

第相関　野田院関連遺物実測図

第摘　図　平瓦の

第摘図　野田院苗墳採取敷瓦

第摘図　野田院苗墳採取平瓦

第摘～Ⅲ　図　野田院雷墳模型

第思臓囲　竣工施設配置図　全体図ラ

第思臓困　展望デッキ詳細図

第温摘図　施設詳細図①　ヲェン濃◎墳段断面模型ラ

第思摘園　施設詳細図②　解説板④案内板⑳土器レプ嘗　カラ

第漫摘圃　場臨周辺施設設置状況

第温描園　解説板⑳案内板位置図及び墳臆断商縮小模型側面図

第漫摘図　説明厳命案内板原稿③

第温摘図　説明板命案内板原稿②

第臓図　説明板魯案内板原稿③

第臓圃　説明板⑳案内板原稿④

第臓圃　説明板⑳案内板原稿⑤

第臓図　説明板帝案内板原稿⑥

第臓図　説明板⑳案内板原稿⑦

第臓図　説明板⑳案内板原稿⑬

第臓園　説明擬態案内板原稿⑧

第臓園　説明板⑳案内板原稿⑥
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第一章　遺跡周辺の地理と歴史

善通寺市は香川県西部の内陸部に位置し、東は丸亀市、西は三豊郡高瀬町・三野町、南は仲多度郡

琴平町、北は仲多度郡多度津町と境を接している。

真言宗開祖の弘法大師（空海）が誕生した土地として有名なこの田園都市の中心部には弘法大師を

輩出した佐伯氏の氏寺として建立された善通寺伽藍があり門前町として発達している。

善通寺市周辺に広がる丸亀平野は、土器川や金倉川・弘田川の沖積によって形成された香川県下最

大の沖積平野で、これらの河川による扇状地・氾濫原・小三角州などから形成されており、南から北

に下るゆるやかな傾斜になっているため、たいていの場所から瀬戸内海や対岸の岡山を望むことがで

きる0　この河成沖積層の土壌は、下層土が灰褐色のマンガン結核を含む黄褐色砂質土層、表層70～80

cmが強粘土質砂礫層で構成されており、通常弥生時代以後の遺構はこの下層上面に遣存している。

この黄褐色砂質土層中には希に縄文土器片が包含されていることが知られていたが、近年実施された

四国横断自動車道路建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査などによって、この土層は縄文時代後期から晩

期にかけて堆積したものであることが確認されている。

また、善通寺市の北には讃岐の中世山城跡を代表する天霧城跡が山頂部に所在する天霧山、西から

東にかけては、火上山・中山・我拝師山・筆の山・香色山が麓をつらねて並んでおり、五岳と呼ばれ

るこれらの山塊は、あたかも五枚の屏風をたてかけたようにそびえていることから、この山麓の地は

屏風ケ浦とも呼ばれ、当地の人々に親しまれ、古くから信仰の対象であったことが伺える。その南に

は、中山に連なる東部山・有岡の里を経て大麻山がそびえており、平地中には鶴が峰・磨白山・如意

山・鉢伏山・甲山などの小丘が散在している。

瀬戸内海の南岸に位置し気候と風土に恵まれた丸亀平野は、かなり古くから人間の文化が開けた土

地であり、丸亀市の中ノ池遺跡・善通寺市の五条遺跡・善通寺市から仲多度郡にかけて広がる三井遺

跡など、弥生時代前期から中期にいたる同時代の遺跡群が知られている。中ノ池遺跡では環濠と想定

される三重の大溝が検出され、弥生時代前期の古段階の特徴をもつ弥生土器を中心に、一部中期的様

相を呈するものまで出土している。三井・五条遺跡では、遺構・遺跡の範囲などについては現在も明

第1図善通寺市遠景
背後の山は左端から大麻山・香色山・筆ノ山・我拝師山（その手前の小丘が甲山）ヰ山・火上山



らかにできて齢な齢が淘　出激した丑器片につ齢では淘　畿内第　様式の中段階から新段階に相当ずる芸

とが確認されて締る。

また淘　芸酌らの遺跡群は平野部の徴高地上に立地ずる藍考えられてお軋　現在の海岸線からの距離

は　～3kmを計るが淘　当時の復元海岸線が現在よ　やや内陸部にあったと推定すれば淘　三井⑳中♂

池遺跡などほ海岸紺近に形成された集落である芸藍がわかる。そ』て淘　更に永井遺跡では開園横断厩

動車道路建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査によって芸酌らの遺構が逮存ずる貴職餞砂質丑層と芸の脛

の洪積層の間に淘　縄文時代後期から晩期の生活痕が確認され竃折る。また淘　雷原町ではやは　横断道

の調査によって旧石器も確認されてお　淘　現在のと芸る善通寺市の雷機濃化瞳的　～　方年前まで遡

ることができる、、

善通寺市街地の北一番には藤川県を賎羞ずる弥生時機の中枢的な集落遺跡灘ある。商機筆儲血の山

裾から淘　廃は四国農業試験場の敷地にまで及んでお　淘　芸芸がもと旧陸軍の練兵場用地であった芸藍

から旧練焼場遺跡と呼ばれ等締る。

昭和舗年頃の開園農業試験場の用地整備工事に伴って淘　弥生時代前期から後期にか緒等の小児義棺

辛数藍⑳多数の丑器淘　石器類が蹴漉した芸とや淘　県道の整備王事の際に国立病院のあた　から弥生土

器に加えて須意器や小義などが蹴漉した芸となどから淘　遺跡は弥生時代のみならず淘　古墳時機にまで

及んで締る芸とが知られ竃新た。

旧練焼場遺跡は芸のように法師範囲に及び中枢的な存在である可能性が破折ばか　でな　淘　弥生時

代前期から後期淘　古墳時機にかけ竃の連続性が考えられる殿下でも例のな齢存在であると考えられて

締る。ただ淘　最近の調査によって芸の旧線焼場遺跡は幾顎かの川道によって分断されて締る芸とが解っ

竃お　淘　芸の周辺の関連遺跡を含めて旧線焼場遺跡群としてとらえた方が段浴と思われる。

芸の遺跡群では芸酌までに数多　の発掘調査が実施されて締る。以下淘　主な調査を順に紹介する。

総本山善通寺の商に流れる弘滑川沿齢習昭和消年に調査が実施された善通寺商遺跡竃は頂　弥生略儀後

期から議あ墟時機にかけての用水路が検出され淘　多数の小型丸底壷⑳船の礎や柱樹などが出土L等お　淘

生活基盤である水田域の拡太が行われた芸とや青齢溝の廃絶に伴う祭祀が行われた芸とが確認されて

締る。続齢等淘　昭和鍋年には遺跡群の東端部に所在ずる白鳳時機建立と考えられる善通寺の前寺⑳仲

肘廃寺　伝導寺跡　の発掘調査が実施され淘　寺域の北端藍淘　更にその下層では弥生時代中期から青墳

息。三井遺跡

：∴　五条遺跡

乱　稲木⑳石川遺跡

工　永圧追跡

5。中村遺跡

転の　乾遺跡

の　丸頭禰遺跡

軋　雷酎摘幡神社古墳

の　甲江遺跡　　　　　臓の　四国学院東学構内遺跡黒め　鶴が劉堵墳　　　　誹。太麻山経塚

鴇や　鶴ヶ峰山頂古墳　　弧　大麻山椀貸塚

鍼の　磨出血苗頓　　　　服　丸山　号墳

鑑　磨狩は祭痢悪路　　器の　丸山　寛墳

邦や　宮が尾　の　堵墳　　鍼の　きっちょ塚

野。御館神社古墳　　；鰻。太麻山格式石棺群

鍋や　瓦番場墳　　　　　舗の　野田院古墳

鍋の　南光古墳群

摘。弘田川西岸遺跡

11．差通、加Li遺跡

は．旧練兵場遺跡群

・・「彼ノ宗遺跡

②柚遊遺跡

③仲村廃寺臓廃り

臓や　善通寺伽掛魔励

持．′巨野本町追跡

lli．香色両絡塚群

五　付与ミ池古墳

は，北原苗境

川．菊塚古墳

鋼や　王墓山古墳

21．れ汗再演－‡

！胤地　思…銅剣出土地　感慨地
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時機にか紺での遺構が検出された9

昭離臓年には善通寺商遺跡から弘田射沿齢の醐m程下流に所在ずる被♂宗遺跡の発掘調査が窯施

されたが淘　芸芸では約臓腑鍋の調査隊から弥生時機中期から後期にか緒での′摘棟以上の竪飛桂属と

小児壷棺墓摘韮淘　無数の緩流藍丑坑群淘　霹墳時機の掘建櫨建物跡　棟とそれに伴う水路淘　二濠の爛

藩をも顎多効形境の基底部なだが彩』新生活の痕跡が確認されて締る。特に弥生時機終末期の竪鵜住

居からほぞの廃絶時の祭祀に用締られたと考えられる燐矧鞠紆花文鎮片の懸垂鏡や銅鉱⑳多数の玉類

が組漉してお　淘　芸の地区にお経る弥生時機終末期の動蘭を推測する巌で注田され等締る0

昭和醐年には彼♂宗遺跡から厳に的馴臓m程の紬遊遺跡等弥生時機後期の箱戎若棺と小児壷棺墓㌶

基が発ノ施されたが淘　芸の箱式石棺の前郷芸は巌酌墨を施』た鬼面や臓の絵の敷浪弧覚状の文様が…読

癖に線刻されて新た芸藍から登園的な話題藍なった。

そ♭首淘若齢後も芸的周辺竃は新たに甲血遺跡や弧滑川西岸遺跡怨だが確認きれた臆か淘　旧線應魔

遺跡の綱と考えられる国立病院や開園農業議験場の敷地では開発に伴う発掘調査が頻繁に行われ等

お　鞠　還れ転の資料の蓄積から淘　旧練焼場遺跡を動転藍』た渚亀平野の動瞳摘明らかにされつ顎ある0

市街地から北澱に広がる平野部にも数多　の集落遺跡が散在♭若齢た芸藍が知られ竃締る。まず旧

練焼場遺跡から北澱掴mあた馴芸は丸頭静遺跡があ　淘　芸芸では昭離摘年に都市計画道路改段韮事

に伴う発掘調査が実施され淘弥生時が後期境の竪飛怪属や小児壷棺墓⑳緒式石棺墓等が確認され竃締

る。灘頭碑遺跡から廃藩には弥生時機から苗場時孝一馴芸か相等の遺物が多義に散布ずる芸藍で知られる

稲本命着用遺跡が広がるが淘前川地区は未調豪儲ため詳瀾憾藩瀾竃儀儀。稲藩瀾腰鳶職∴匹慣憾瀾渦

動牽道路建設に伴う調査綱卿溝年5朋から昭鵬年　馴芸か相等淘　また県道善通寺由粛線改段王事

に酵卦謝意が昭和馴年度藍昭和舶載腰慨二頭に分緒等実施され等お　鞠や隠　弥生時機から古墳時機

にかけ等の竪鵜住居群や墓地海　神健の建物跡群などが確認され竃締る。

翻圃横断拍動牽道路の建設に酵う調査では芸の池にも醐遺跡⑳遺跡乾遺跡なだ多数の遺跡が確認

され管締る。

［地形をみる藍淘　還れらの集落遺跡群は齢ずれも旧浦遺藍旧涌道の間に形成された微高地に営まれ

たものであ凱　芸酌までの調査結果から太宰の遺跡は齢ずれも閣時期に併存』たものである芸ともわ

かる。穫っ竃弥生時孝一境の善通寺周辺部には義光集落撃撃藍師事よ鋸豊恕』萄平野部一帯に摘小国卵沙

磯路が規模の町が存在し若齢たものと想像できる9

また鞠善通寺市内からは昏北Mの陣は遺跡で平形銅剣　私流廃山北濃の瓦解遺跡で平形銅剣　臣

細形鋼別　田⑳中細形銅鉾　Ⅲの誹　軋我獅酌遺跡では計　カ所から畢形銅剣　臣銅鐸　軋

北原シン射ヱ遺跡で都路錮摘なだ海商銅器が数多環経漉し竃お　淘　旧練焼場遺跡群剰磯辺部の遺跡

群を本拠とした集団藍の関連も注田されるの

やが竃弥生時機に開始された稲梓濃化は完成期を迎え淘剋魔平野藍師事肥沃な生産基盤を背展に地

域を機羞ずる豪族が登場する。豪族は拠夜集落　現在の市街地　の南西部の　衛岡　と呼ばれる踵陵

部を中心に数多　の墳墓を築　よ肇になる。

趨



市内の苗壇は確認されて締るだ緒竃も爛基を超え等お凱　中でも藩餞眩珍筆♂融砂我搾師止で北

部を淘　太麻紅鼠で商都を限られた弘田射流域の粛岡地区は前澱後嗣壇が集にずる地域と』等薗名であ噂淘

古墳時機を迎漫芸の地の勢瀬は腰に発展を続緒等締った這藍がぬかる。

旧線焼場遺跡竃は弥生時機の集落遺構群藍重複』等苗場時機の集落遺構醇も確認され等締る。幾重

にも董な凱　発掘調慶の際には遺構の複合状況を把握する芸とが困難と恩触れる状況が頻繁にみられ

る臆だ習ある。芸の濃藷に弥生か痘苗墟時機にか緒等の集落域は市街地から北澱と厳粛に広が　を施

せ海　市街地商商都の臨陵部　衛岡周辺部）に裔銅器が多　鵬漉』滝　数多　の番場が築かれ竃締る芸藍

から芸の地域が薗鷲から聖域槻され等新たもの藍考えられる。

番段階約番墟藍』竃は潟　東麻血助産中管も比較的高所を中心に尭麻融椀餞塚淘　充麻血経塚鴻　御忌梯

古墳海　流窪経塚番場淘　剋Ⅲ堵⑳　魔境なだ数多　の積商塚が築かれ竃締るが淘　御意梯藍丸山　箪墳

以外は堂等前澱後剛であ　淘　積石塚苗墳分布範囲が最商隈に位置』等締る意でも注田できる。

中でも野田院霹壇は尭麻血北西麓　標高∠臓耶照　のテラ議状平坦部と拍う登園的にも衡数の蔵所に

立地ずるめ亀平野品番段階の前澱饅閤壇で淘　前澱部は感娠淘　機関部は積商で構築され竃締る。

野田院宙墳よ　W…源の中腹には弥生時機後期莱頃藍みられる舗養親張の箱式石棺墓群が確認され等

締る。芸の中に隠棲石を伴うものや燐製内行花文鏡の歯車が確認され竃締るものもあ　淘　野田院番境

との関連が注持される。

有岡地区の藻地部分には淘　前期から後期にか緒等の多数の前澱機関壇が直線的に並んで築かれて締

る。北東から繭商戴翻芸順に生野堆予塚番墳　消滅　歯磨蜘山番壊歯鶴が峰2曙墟¢消滅持鶴ガ峰魂

魔境薗丸山古墳⑳王墓山番墟⑳菊塚番場が知られ竃お　淘　その状況から閣一一系譜上の薗遊墓群藍考え

ら針等締るが海　中でもその中央の船腹陸士に築かれた王墓虻薗壇は一際田を馴　存在である。

番場時機後期未になる藍尭麻融融麓部拇至る所に群集壇が鵬現謡る。現存常る群集魔職中には線劇

画で装飾された横衆議番室が訃　邁確認され等お　淘　それらが共通モ牽…ヲを薗し竃締る意は尭愛興

味深齢。寓が尾晋壇もその誹藍顎等ある。線刻画ではそのモチ…顎の正体を把握』に鴬締ものが多机

が淘　寓が魔笛壇には淘　周辺の装飾番場藍共通』たモチ…顎の胤　太物群や船淘　騎馬風物が輿幾的絵描

かれ等お　淘　装飾苗場を考える上習極めて爵垂な存在と考えられ竃締るむ

芸の頃の丸亀平野は金磨鋼の東が那瑚郡海　商が多度郡と呼ばれ等お　淘　多度郡には佐伯直W…”血族が勢

劾をもっ若齢たため有岡一一潤の前澱機関壊群に顎齢管も佐伯のムー磯系譜の墓藍ずる考えが衛カである。

やが竃仏教の伝来に伴腕　由鳳期には佐伯の既寺である夜導寺　柵柑廃寺　が旧線焼場遺跡の　磯

に建立され等締る。平成摘年に開園学院光学構内で図書館建設に伴う発掘調査を実施した際海　霧墳時

機後期の磨庫を伴事竪鵜緩屠群牽冒健舵機磯満潮磯瀾選れ′たが淘　その際伝導寺¢伸柑廃寺ラ習確認さ

れ等締るもの藍閤じ瓦が数藍出圭』た。芸の繭に隣接ずる生野本町遺跡では　世紀後半から　腱紀前

半頃の集落が調査され等締るが淘　芸芸では藩を伴濁流型権飛騨組　閣親潮が確認され等お凱　時期

的に地源行政に関わる施設が存在』た璃能性が考えられ竃締る。

生野本町遺跡藍匹随学院光学構内遺跡楼閣…血徴高地上にあ　淘　成立後短期間で廃絶した特異な遺跡

儲

題



であるYYYY諭粛淘　芸の地の衝動豪族佐伯氏が漉き　関わって締る可能性も考えられる。

さて淘　伝導寺　仲村廃寺カは奈良時代には消滅』でしまう。奈良時機未淘　宝亀五年緒開　芸の地の

願力豪族であった佐伯既に弘法太師が誕生ずるが鞠　平安初期淘　太閤二年離郷絹　に唐潮ら癖瀾』た太

師が淘　露安の裔竜寺を模して今の伽藍の場所に東言宗最初の根本道場と』等善通寺を建立した記録が

残る。伝導寺　仲柑廃寺　と善通寺伽藍は舗捌程』か離れておらず淘　芸の時に氏寺の移転が行われ

たもの藍考えられて折るが淘　移転の原因などほ不明である。

さて善通寺には創建当時海　関町囲澱の境内に金堂や太塔淘　講堂淘　法華登頂　商塔淘　護摩堂の機淘　綱十

九の僧房があったと齢われ等踊るが淘　平安時機未頃から錬磨時機淘　そして南北朝時機にか相では淘　社

会環境の太きな変化に伴齢幾度も荒廃の危機に曝された。芸酌を原映ずるように淘　善通寺の商側に隣

接ずる香色融山頂竃は畢安時機未境の経塚群が確認きれ竃締る。末法思想を背巌遊覧管領　芸の地優活

動の基盤た』た佐楠や善通寺の僧侶達が遺　上げたものであるが海　中には子孫のために経筒などの埋

納場所を事前に確保』等お齢たたみられる上帯二段構造の経塚　香色血　竃経塚　が臓閑年鑑に確認

され注獄を集めた。

善通寺は戦国時代海　藻槻元年机補剛　には番射　帝三好両軍の戦塵によ　焼尭』竃しまう。その復興

が始まる職は鞠　やが竃江炉時機に徳用幕府が射建制度を確立も竃か転の芝藍竃儀るが＼囲懐旧斗潟適

所巡礼や金毘羅参　が登園的な信仰行事藍なるのは芸の頃からであ凱　W辛武力寺のうち威力寺があ

る善通寺市は善通寺を中心に関前紺藍』等活気を取　戻す。

やがて明治錮年には第十…A師紺が設置された芸とによ　都市化ずる。関前町に軍都としての性格を

帯びるようになったが淘　芝のため道路や鉄道が整備された。芸の頃建設された洋風デザザ説の建造物

群は市街地に今も多数残され淘　独特の展観を裟』で締る。

芸酌によ　善通寺町と』等都市化が始ま　淘　昭和錮年調剤別田に竜射滑車海北肘⑳筆岡樹⑳吉原綱

との合併に羞　市制が施糖され淘　善通寺商が誕生』た。
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第二章　整備事業に至る過程

善通寺市では昭和57年度に王墓山古墳で緊急の発掘調査を実施した。これは私有地の宅地造成に伴

うもので、王墓山古墳が「史蹟名勝天然記念物調査報告」（昭和8年発行）にも紹介されている前方

後円墳であったことから現状での保存を要望したが、計画の変更は困難ということであったため緊急

の発掘調査を実施し、その結果を待って再度協議

することとなった。

調査の結果、県下では最古級の横穴式石室が検

出され、玄室では石屋形が確認された。石屋形は

九州肥後地方を中心とした分布が見られるが、四

国では始めての発見となった。しかも金銅製冠帽

をはじめ彩しい数の金銅製馬具や武具・装飾品・

須恵器が出土したことで、本境の文化財としての

価値が高く評価された。

そこで所有者と再度協議を行ったところ、この

発見が大きく報道されたこともあり、史跡指定

（昭和59年11月29日）を経た公有地化までの手続

きは順調に推移した。指定の際には王墓山古墳の

みならず、この地を統治した歴代の豪族の首長墓

群と考えられる他の4基の前方後円墳（野田院古

墳・磨白山古墳・鶴が峰4号墳・丸山古墳）と1

基の装飾古墳（宮が尾古墳）を含めて「有岡古墳

群」としての指定となった。

指定の契機となった王墓山古墳は横穴式石室全

体が発掘調査によって露出した状態で数年間置か

れていた。また石室は全ての天井石を失っていた

ため極めて不安定な状態であった。そこで国及び

県の補助を得て保存整備事業を実施することとなっ

た。事業には昭和61年度から6年間を費やし、復

元の根拠を得るための発掘調査と並行して保存整

備工事を実施した。発掘調査や整備事業の計画策

定及びその実施に際しては、事業を円滑に進める

ため考古学や造園など各方面の専門家による調査

整備委員会を設置し指導を受けながら事業を進め
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た。

王墓山古墳は県下最古級の横穴式石室に石屋形

を持つ特殊な構造であり、付近は勿論のこと県内

にも類例が無く、失われた部分をいかに復元する

のかが大きな課題であったが、残された壁面の形

状や転落していた天井石、墳丘の形状などを参考

に復元作業を実施した。

平成4年度からは王墓山古墳に引き続き、線刻

壁画で装飾された官が尾古墳において保存整備事

業を実施した。官が尾古墳の墳丘は完全に地中に　　　　第6図整備後の宮が尾古墳

埋没しており、梅雨時期など降水量の多い時期には石室が水没するため壁画の損傷が懸念されていた。

そこで発掘調査を実施し、地中に哩没した墳丘の規模形状を確認した後に、公有地化を経て保存整備

事業を実施した。

保存整備事業に伴う発掘調査によって史跡指定範囲内からもう1基の円墳が検出されたが、調査の

結果、新たに確認された円墳は宮が尾古墳と同時構築であることが確認できた。これらの結果を参考

に周辺地形を旧状に復し、石室の修理を実施したところ、石室内への雨水等の浸入は無くなった。

官が尾古墳では2基の古墳を復元整備したほか、敷地内に石室の原寸大復元模型や有岡古墳群全域

の立体模型を設置し、平成8年に事業を完了した。宮が尾古墳保存整備事業の最終年度には調査整備

委員会で次に保存修理が必要と考えられる古墳についての検討が行なわれ、大麻山山頂付近に所在す

る野田院古墳が候補に挙げられた。

野田院古墳は香川県を中心に瀬戸内海沿岸部に分布する積石塚のひとつであり、県下では分布の西

限、比高差でみれば全国的に最も高い場所に構築された発生期の前方後円墳であることが知られてい

た。野田院古墳は県下の他の積石塚と同様に比較的高い山の尾根上に立地するため人が入る機会は少

なかったが、昭和48年5月に古墳の隣接地が市営キャンプ場として整備された。この頃大麻山山頂に

はテレビ中継等のアンテナ施設群が建設され、展望台公園などの整備に伴い登山道も舗装整備された

ため、ここを訪れる人は著しく増加し墳丘の石材の崩落速度が加速する結果となった。また山中であ

るため樹木等の繁茂に伴い根による墳丘の破壊も懸念されていた。

そこでこの積石の前方後円墳、野田院古墳の保存整備事業を平成9年度から着手することとなった。

積石塚の本格的な発掘調査や解体修理は県内は勿論のこと国内でも例が無く、その手法等に関して不

安な要素は多く残されたが、墳丘全体の本来の形状等を確認することを目的とした発掘調査と詳細な

地形の測量調査から作業を開始した。

9



第三章　野田院古墳の位置と環境・研究史

野田院古墳が立地する大麻山は讃岐山脈を除け

ば、県下の平野部において最も高い独立丘陵（標

高616m）で、四国の百名山にも数えられている。

大麻山は南北に長く山頂部に平坦面を残す開析

溶岩台地で、側面からはその名のとおり巨象の姿

に見える。その背にあたる部分には幾つかの高ま

りがあり、見る場所により最高部は異なって見え

る。それぞれの高まりには、北から「大麻山」・

「象頭山」・「琴平山」の名があるため地元でも地

域や人により呼び名が変わり、地元住民間でもそ 第7図大麻山北部遠景（北から）
矢印が野田院古墳

の区別は暖味になっている。

「象頭山」と呼ばれるのはこの山の南東部で琴平町に属しており、名勝・天然記念物の指定を受け

ている。また、象頭山一帯は山腹にある金刀比羅宮の神域とされ県下有数の動植物の宝庫であり、昭

和25年に瀬戸内海国立公園の一部に指定されている。「琴平山」は「象頭山」の別称とされるが、地

理院地図には両方の名が記載されている。

「大麻山」は善通寺市域では南端、仲多度郡琴平町と三豊郡高瀬町の境にあり、善通寺市側では大

抵この名で呼ばれている。（第2図参照）

大麻山は地質学的には領家花尚岩上に凝灰岩類を挟みその上に讃岐岩質安山岩が乗っているため、

山頂付近には讃岐岩質安山岩の露頭地が多く急峻な崖状の地形が多く見られる。この讃岐岩質安山岩

は硬く板状・柱状の節理により板状・方状・棒状の形状を呈する堅緻な石材であるため、古墳の石室

や積石塚の材料としては理想的な素材である。

大麻山北端の標高約400m付近には直径約100mの広い円形の平坦地がある。その中央部はやや窪ん

でおり、古い文献には火口跡との表現も見えるが、近年では地滑り地形との見方がある。この円形窪

地の北西側縁辺部は大麻山山頂部から西方向に派生する幅の狭い尾根があり、その先端は急勾配となっ

ている。野田院古墳はこの尾根の先端に造られている。

この窪地の奥側（北東部）は野田院跡と呼ばれ、瓦や銅印の出土によって古代寺院があったことが

知られており、古墳の名もその寺名に由来する。野田院古墳は讃岐宮宮司矢原高幸（故人）によって

「平地文化と絶縁された場所に造られている・墳丘の周囲に周帯状の平坦地形を伴う・後円部は積み

石であるが前方部は盛土である・黄金伝説に伴う石室盗掘と思われる窪みが2箇所で確認できる」こ

となどが昭和48年に報告されている。また、弥生土器の散布が確認された記録があり、高地性集落で

ある可能性も伝えられてる。

この窪地周辺は野田院廃絶後は人が入ることは殆ど無かったようであるが、戦後には入植者が住居
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を設けこの窪地を開墾している。その後再び無人となり、昭和48年に善通寺市が所有者から土地を無

償で借り受け窪地の一部を造成しキャンプ場として整備し利用を開始した。この頃大麻山山頂にテレ

ビ局の中継塔が多数建設され、これに伴い登山道

が舗装整備されたため、キャンプ場の利便性が増

し登山者も増えた。

善通寺市では古墳の見学者やキャンプ場利用者

に対応するため、昭和53年度の「史跡めぐりハイ

キングコース」整備の際に標柱や説明板を設置し

ている。

その後の調査としては、昭和41年6月から7月

にかけて香川県教育委員会が「香川県重要遺跡確

認調査」の一環として実施した際の報告がある。

調査は盗掘され崩壊状態にあった竪穴式石室と

墳丘の測量に限定したものであったが、墳丘を含

め周辺の草や低木を除去して丹念に行なわれ、前

方部は盛り土でその表面に石が茸かれていること、

くびれ部から撥形に開く部分まで上下二段の列石

状石組みの存在、数箇所に盗掘の跡と思われる窪

みがあることなどが報告されている。また、後円

部の石積みは崩落が著しく段築構造は確認できな

いが、盗掘により半壊した竪穴式石室が後円部中

央から北寄りに残されていることから、もう一基

の石室が存在する可能性や、石室付近の盗掘坑か

ら土師器の破片が出土したことを報告している。

それ以降は善通寺市教育委員会による管理作業程

度のみで、調査等は行なわれたことが無かった。

さて、これ以上の崩落を防ぐため平成9年度か

ら野田院古墳の復元整備事業に着手することとなっ

たが、この時期の積石塚の本格的な発掘調査や解

体修理は国内でも例が無く、その手法等に関して

不安な要素は多く残された。そこで墳丘全体の本

来の形状等を確認することが可能か否かを判断す

る目的での詳細な地形の測量調査や部分的な発掘

調査に着手した。

第8図野田院古墳全景（南東から）
伐採前夏季の状況（S60）

第9図半壊した竪穴式石室（昭和41年調査時）
「香川の前期古墳」より転載



第四章　発掘調査と保存整備事業

積石塚の保存整備事業で最も重要な点は、崩れ落ちた石材の山から復元の根拠にできるような構築

当時の状態を示す部位を確認することである。

3世紀末頃に石材のみを用いて積み上げられた構造物が長い時間をかけて徐々に崩壊を続け、今は

凸レンズ状に堆積した石の山となり、石材は広範囲に散乱している。当時の構造や形状が明らかにで

きない限り復元を行うことはできない。調査後、復元作業を実施することが出来ない可能性も考えて

おく必要もあった。

積石塚で内部構造まで発掘する調査や解体復元工事は国内でも初の試みであり、参考となるような

資料は殆ど無く、手探りでの事業着手となった。発掘調査によって本来の形状を知ることが本当にで

きるのか。大きな不安を抱えながらの調査着手であったが、予想以上の成果を挙げ、本整備事業に辿

り付くことができた。

以下年次別に、発掘調査や保存整備工事について解説する。

①平成9年度事業　トレンチによる墳丘の遺構確認調査

当該地は大麻山の高所でキャンプ場に隣接する

が、墳丘を含めその周囲には松のほか大きなコナ

ラや桜などの広葉樹が多数繁茂している。数年に

1度程度の管理は行っていたものの、毎年堆積す

る多量の落葉が石材の隙間に厚く溜まり腐植土と

なり、またそこに低木や葛が生え墳丘全体を完全

に覆う状態であり、冬季以外は積石塚としての外

観を把握することすら困難な状態であった。

そこで墳丘の測量を行うため、伐採と腐植土の

除去作業を実施した。当該地は瀬戸内海国立公園

特別地域内であったため比較的育った樹木類は残

し、低木や葛類の除去作業を実施したが、積み石

の隙間に溜まる腐植土は想像以上に多くこの作業

に多くの時間を費やした。

第11図後円部の伐採作業風景（南から）
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たが、後円部では清掃作業や測量作業に伴う石材は

容易に動く状態で、表層の石材は極めて不安定な状

態であった。

測量調査の結果、盛土で構築されたと考えられる

前方部の墳裾部は比較的明瞭であったが、後円部は

石材が広い範囲に散乱しており測量による正確な墳

裾部の把握は困難であり、詳細は発掘調査で確認す

ることとした。

香川県を中心に瀬戸内海沿岸部に分布する古式の

積石塚の本格的な発掘調査は殆どなく、その手法か

ら考える必要があった。しかしながら、野田院古墳の本来の形状がどのようなもので、どのように崩

れているのかが全く不明である以上、崩れ原位置を留めていない石材を慎重に除去し、原位置を保っ

た石材を確認するしか無いと判断された。現位置を保った石材が確認されない場合は野田院古墳の復

元作業が実施できない可能性も考えられたが、測量完了後、墳丘の規模や形状を明らかにするため計

10箇所にトレンチを設定し墳丘の基底部を確認する作業に着手した。

第1トレンチ　墳丘南東側でくびれ部からキャンプ場側の平坦部にかけて幅1m・長さ11mで設定し

た。

前方部は現状では表面に露出する石材は少ないが、地表面付近の笹の根が密集する腐植土層を除去

第15図トレンチ配置図 20　　　　　　　　　30m



ずる薮後洞部に積まれ竃締る石樹藍閣様の安山嵐が多数姿を現』た。墟成約前樹藍比較』竃痢きな茹

樹ばか　であるが淘　基底部の線に沿っ竃柱状の太型番樹が並鴎ら酌等締る。間接の夢前はその吏澱に

もう＋細瓢め縮縮凱

…㍊商に見える小型の石樹群は摘～錮紺m程度のもの等淘　夢前の間や前方部法面に義かれたものであ

るが淘　墳擁部に近づ　と石樹は希薄にな　淘　墳臓の平坦部では全　段ら酌な　なる。前澱部の地形や

周囲の状況から事断』等転落したものではな　臓部柑近には石が牽かれ若齢なかった璃能性も考えら

れる、

基底瓢剰宙か踪商隊側に隠緻鍼廟健脚畢坦地形が続き海　芸芸には墳鹿潮ら転儀もた藍恩触れ協商

樹群の臆か淘　地組馴芸蔑まれる安山岩塊も部分的に露鵬』等締る。芸の平坦地形は古墳築造に樽　酒遽

平されたもの藍恩離れる。

芸れ豪　商西側は徐々にW‾　る傾斜面となっ竃折る。野田院薗壇の南東側は艦齢平坦地形となつ等折

るが淘　以前は窪地であった部分をキャンプ場と』で活用するために多義の丑砂を客土したものであ軋

本場が尾根の先端に造られたものである芸たがねかる。

また調査翻こ基底部柑近を中心に比較的大きな壷形丑器　土師器　片が多数飢丑』竃締るが淘　小さ

な破片ばか　であ　原位置を留め竃締るものは認められな締。

第翌　膨汐欝　第息　膨シテによっ等前澱部の基底部到着が確認されたため淘　芸酌を　び酌都側に追

腕　　び酌部や機関部基底部を確認する田的で第2　膨ン矛を設定した。検出範囲は第息！戦膨ン予か

ら舗紺相の間隔を置き淘　前澱部墟臓部から基底部列石までの幅で機関部に陶か齢検出を続緒た。

調査の結果淘　機関部に近づ馴芸従齢前粛部の幅は底　な　悔　やが竃前方部基底部到着調豊機関部の基

底部にぷ顎かっ竃止まった。　び新都柑近習は夢石が数段積まれ竃も′る部分も認められるむ　中段の列

石は遊底部列石と平舘』等後閤部基底部列石と接合／竃締るが芸芸では数段積まれた後綱部基底部に

東　上げ等お　淘　　本の到着の構築に時間差がある芝藍がわかるe

機関部基底部側面は茹垣状に隠ぼ重液に積まれ竃締る様予が確認習きた岱　崩落』だ患部儲石財部基

底部の低齢部分の蔚樹を抑え保護』等お　淘　機関部基底部登体が閣じような遣存状態習あれば機関部

の平面的な形状が把握できるものと淘　太きな期格が路等た。

また第軋　膨ンヂ間接淘　調査中に基底部柑近を中心に比較的太きな壷形並器片が多数出漉』たび　原

位置を留め等締るものは認められな齢が淘　mハ線部の太きな破片を含めて第濫　レンチよ　密度の高齢

と遭摘状況であった。

び酌部柑近の前澱部墟臓部では扁平な睦石が密集』等配置され等締る状態等検出され竃締る。そ

の上商は前方部から機関部に緩やかに登る菜摘…プ状になっ竃お　海　商樹の隙間から少量の丑器片が

“丑した。意図的に構築された構造物である芸とは疑締な齢が淘　その性格は不明である。

凝議　膨汐欝　前澱部南東側中央部からキャンプ場側の平坦部にか細等幅約m㊨緩さ約射的で設定』
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第17図第1・第2トレンチ検出状況
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第4トレンチ　墳丘南東側の前方部先端部の最も

幅が広い部分でキャンプ場側の平坦部にかけて幅腹

1m・長さ約9mで設定したが、墳丘側は枯渇し　誓

た松の根に阻まれたためトレンチの南東側約6m

範囲の調査となった。

第3トレンチと同様に法面部分の崩落は著しく

基底部や中段の列石は確認できていないが、使用

されている石材には比較的大きなものが含まれて

いる。

他のトレンチと同様に法面上方の石材は希薄で

あるが、墳頂部付近には松の根により崩落を免れ

められた。前方部先端部は高く造られており、こ　F

．∵、l・
＿L窺㌦∴

第19図第4トレンチ検出状況（東から）

誓＿誓讐警三誓警Zが讐巌：芸碧‥
l　‾‾　ニ‾J．・

の周囲は極めて急な傾斜になっている。

石材が認められない部分については、急斜面で

あるための崩落によると考えられるが、他の部位

とは異なる石材の葺き方があった可能性も考える

必要もある。

墳裾部と推定される位置より南東側に平坦部は
第20図第5トレンチ検出状況（北から）

認められず、傾斜面が続いており、削平された尾根幅いっぱいに前方部が造られているようである0

土師器片の出土量は少ない。

第5トレンチ　墳丘の主軸に沿って前方部先端から北東方向に幅1m・長さ約9・8mで設定した0

第4トレンチと同様に法面部分の崩落は著しく中段の列石は確認できていないが、基底部と想定さ

れる位置で大型の柱状石材が検出されている。ここではその北東側が浅い切通しの地形があり、最後

に尾根を切断し、墳丘を明確にする作業があったことがわかる。
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また、ここでも第4トレンチと同様に法面に大

きなブロック状の石材が多数残されている。桜の

巨木の根により崩落を免れたものと思われるが、

造園関係者に聞くと木の樹齢は50～60年程度であ

る。

石材の崩落が最近起きた可能性と併せて、戦後

の入植者が前方部の北東方向約20m程の位置に石

積みの家を造っており、その際に前方部に露出し

た石材を抜き取り使用した可能性も考えられる。

この状況からみて、前方部先端周囲の急勾配の

側面には大型石材を多用した茸石が上方まであっ

第23図第6トレンチ検出状況（北から）

たものと思われる。ここで出土した土師器片は極賢

めて少ないが、野田院が機能していた時期の所産

と考えられる瓦器・土師器片が出土している。

第6トレンチ　第4トレンチの反対方向（北西側）

に幅1m・長さ8．2mで設定した。

ここでも法面の石材の崩落が著しく、基底部や

中段の列石は確認できていない。また墳丘の北西

側は平坦ではなく、緩やかな傾斜面となっており

平坦部が認められないため、傾斜が変化する部位

を墳裾と想定した。

第7トレンチ　前方部先端に設定した第5トレン

チの検出状況だけでは不十分と考えられたため、

その南東側に、平行して幅1m・長さ5．4mの第

7トレンチを設定した。ここでは第5トレンチで

第24図第7トレンチ検出状況（北から）

第25図第8トレンチ検出状況（西から）

基底部を想定した部位で検出された柱状石材の延長上で、基底部を示すとみられるブロック状の石材

が検出された。また基底部付近には多くの葺石が認められたが、土師器片の出土はわずかであった。

第8トレンチ　第1トレンチの反対方向（北西側）に幅1m・長さ9．2mで設定した。

ここでは中段に大きな柱状石材が現位置を保った状態で残されている。その下方には多量の石材が

堆積し、その隙間には基底部と思われる石列が認められる。

土器片は小さなものばかりであるが、比較的多く出土している。このトレンチを設定した位置は前
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方部で幅が最も狭い部位であり、この北西側には　誓：ご空二㌔誓t二・フ‾丁
‘こ⊥一一　∴・t　＿ノ＿　　′　1

広い緩やかな傾斜の自然地形が広がっている。

第9トレンチ　第2トレンチで後円部基底部の遺

存状況は比較的良好と判断されたため、他の部位

が同様の状況であるか否かを確認するためのトレ

ンチを、後円部の中心と思われる場所から墳丘の

主軸方位に直行するよう後円部南東側に幅1m・

長さ2mで基底部推定位置に設定した。

こヽ、．t　一、デが一㌔iJJr
ごつとノア．＿㌘

∴上．、二「ノ：与

謹二義雰
壌「声賢　一■

第27図第9トレンチ検出状況（南東から）

第2トレンチでの調査では、ほぼ現位置を保つ石材、移動しているものの構築当時の位置がほぼ明

らかにできる石材、その形状から本来の位置は不明であるが基底部側面に使用されていたと思われる

石材を把握することができる状態で後円部基底部の一部が下層に残されていることが判明している。

その調査結果を参考に慎重に作業を続けた結果、基底部側面に使用されていたと見られる石材が地

山直上に集中して確認でき、確実な基底部の確認ではないものの基底部が極めて近いと判断された。

幅の狭いトレンチではその状況が把握し難いためこの状態で記録し保存した。

第9トレンチ北西端平面図

－L＝402．5m

⊥彗＿＿＿＿＿＿＿＿

A－A’断面図

第10トレンチ北東端平面図

一L＝402．5m

、＿．‾‾コ
1－－＿－＿＿

B－B’断面図

第28図第9・10トレンチ実測図

第10トレンチ　第9トレンチと同様に後円部の中心と思われる場所から墳丘の主軸方向側に沿って幅

1m・長さ2．5mの調査区を後円部の南西側の基底部の推定位置に設定した。ここでは形の整った3

点の石材が並んだ状態で検出されたため基底部であると判断された。
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検出された石材のレベルは第9トレンチで確認

された石材とほぼ一致する。墳丘の南東側は地山

を削平した部分に構築しており基底部はほぼ水平

に推移するが、この位置は尾根の傾斜部であるた

め地山は第9トレンチ付近より少し低くなってい

る。

またここで確認された石材群の下には、小口を

揃えて積まれた石材が続くことが判明したため、

この部位では後円部基底部石材が数段保存されて

いることが判明した。

このように後円部基底部の下部構造は全体が残されている可能性が高いばかりか、保存状態が良好

であるものと思われたが、後円部の北西側は尾根の傾斜が大きく、基底部上に堆積した石材の量が極

めて多いため、トレンチによる調査はここで断念し、今後の調査で後円部基底部全体の検出を考える

ことにした。

第2主体部の確認　墳丘の測量調査によってこれまでに知られていた竪穴式石室は墳丘の中心から大

きく北に外れており、この南側にもう1基の竪穴式石室が存在していると考えられていた。

初年度の調査としては保存整備事業の検討に必要な基礎資料を全て整えておく必要があったため、

平成9年度最後に主体部の確認調査を行なった。

まず石室の位置を想定した場所で石材の除去を開始したところ、現況表面から比較的浅い位置で竪

穴式石室の壁面を確認することができたため、これを第2主体部とした。最初に確認された部位は、

第1主体部と平行し東西に長い石室の北壁の東端付近であり、石室東端には蓋石が2点ほぼ原位置

（1点は石室内に転落）に残されていたことから、遣存状況は極めて良好であると判断された。

本年度は石室の位置や平面規模のみを確認することだけを目的としたため、石室の上部のみの検出

を続け、北側壁面から両小口を経て南側壁面を検出したが、南側壁面中央部は盗掘により大きく挟ら

第30図第2主体部検出状況（南西から）
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第31図第2主体部検出状況（西から）



れ淘　その周囲は若室内部に太澄　革み鵬』等締る芸とが判明』た。

第　主体部の規模は検出範囲内で堂盛的。翫腕　幅あ耶撒前後であった。約複捌の間隔をお齢等造ら

れた第温泉休部戯堂姦鍼庖腕　痺酎路効鯛m藍比較』竃明転かに義満芸藍が働働儀母　機調逮瀾潮漉傾藩

は約　mであ　淘　第　蓋休部も間接の規模藍考えられたが淘　胸部の調査に顎齢竃は調査整備委員砦に

判断を委ねる芸藍と』た。そ芸で焼蹴範囲を圭嚢で固定』平成　年度の現地での搾業を終免疫苺

第詑開第　主体部位置闊

調査整備蜃遊資　史跡有岡‾露墳群保存整備事業実施に際』等胤　事務機の訃繭に顎齢等指導や助謡を

棺な惑調査整備委員豊を設置／竃締るむ

平成　年度は発掘調査実施前に第　園田の委員会を開催』淘　その計画に顎齢等拶協議を紺腕

結果がまとま　平成腑年度事業を計画する時点等　園田の委員会を開催』たむ　委員意での結論は次の

とおりである。

墳段のん－んん…ぬ椴的な復元整備の手法竃は海　津嘗　ジナ姫の墳段を保存するためその…捌芸丑を盛るが海　野

獅院番場は積石塚であるe　質感を変化させな齢濃事に珍な石樹を周囲に棲むには膨太な巌の蔚樹が必

要となるが淘　隅様約番樹の嵐手は不耐能に近締。また蔚樹が確保習きた藍』竃も淘　その重みに羞　遺

構が破壊され．る恐れがある惑え淘　石室との位置関係も漉き駕変甑っ竃』ま肇。

そ芸で墟段の形状を更に明らかに』海　津嘗　ジナ施部分を尊重しながら現場に残された石樹を用齢等

復元する芸とが望ま』齢が淘　そのためには本来の構造を確認するため腰に墳段の発掘調査を続をずる芸

藍が必要である。

鍼



また、新たに確認された石室は大きく変形して

おり、公開活用を考えるとこの状態での保存は難

しい。内部の発掘調査を実施する一方、盗掘によ

り破壊された部分で墳丘と石室の構築の工程など

も調べる必要がある。』

以上の結論を基に平成10年度の事業を実施する

こととなった。

調査整備委員会組織は以下のとおりである。

（役職は平成15年3月31日現在） 第33図調査整備委員会開催風景

委員長　　松浦　修　　善通寺市文化財保護審議会代表

～平成11年度から～

谷口経孝　　地元代表（元西部地区連合自治会長）

副委員長　　町田　章　　独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所所長

～平成10年度から～

小林謙一　　独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所

埋蔵文化財センター情報資料室長（考古学）

委　　員　　内田昭人　　独立行政法人文化財研究所東京文化財研究所

修復技術部応用技術研究室長（保存工学）

委　　員　　丹羽佑一　　香川大学経済学部教授（考古学）

委　　員　　吉田重幸　　元香川大学農学部教授（造園学）

（指　導）　本中　眞　　文化庁記念物課文化財主任調査官

（指　導）　香川県教育委員会文化行政課

（事務局）　善通寺市教育委員会文化振興室

平成 9 年度決算額

総　 事　 業　 費　　 3，005，084円

国 庫 補 助 金　 1，500，000円

県　 補　 助　 金　　　 500，000円

市　　　　　 費　 1，005，084円
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事業内容及び執行額

・発掘調査経費　　　　　 2，720，317円

・調査整備委員会経費　　 139，080円

・事務経費　　　　　　　　 145，687円


